
平成３０年度

第２回 新町地域振興協議会 次第

日 時：平成３１年１月３０日（水）

午後１時３０分～

会 場：新町支所 ３階 大ホール

１ 開  会

２ 挨  拶

３ 議  事

（１）新町地域に関わる事業報告について       

（２）新町地域のまちづくりに関する意見について   

   （３）高崎市第６次総合計画・新町地域（案）の概要について

４ 連絡事項

 ５ 閉  会

<配布資料> 

資 料 １ 新町地域に関わる事業報告一覧

資 料 ２ 新町地域のまちづくりに関する意見一覧

資 料 ３ 高崎市第６次総合計画（案）

参考資料 平成２９年度高崎市決算の概要について



資料１

新町地域に関わる事業報告一覧 

ページ 事 業 名 所  属 

1 新町駅エレベーター設置事業 都市計画課 

2 ～ 3 笛木通り線整備事業 都市施設課 

4 ～ 5 国道１７号本庄道路事業 都市計画課 



新町地域に関わる事業報告書 

平成３０年１０月３１日現在 

事 業 名 新町駅エレベーター設置事業 所属 都市整備部都市計画課 

実施期間 平成２８年度～ 事業の種類 ハード事業 

【事業概要】 

対 象  

実施目的 具体的手段 そ の 他 

新町駅のバリアフリー化を推進

するためエレベーターを設置す

る 

・ＪＲ東日本高崎支社と連携し 

エレベーターの設置に向け調

査・研究を行う 

・エレベーター設置 

【事業実績】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 

決算 

見込額 
平成２９年度事業実績 

合計 33,000 0
○新町駅エレベーター設備整備に伴う詳細設計業務 

・平成３０年３月 

ＪＲ東日本高崎支社と詳細設計業務協定書の締結 

・詳細設計期間  

平成３０年３月～３１年１月

国 

県 

地方債 

その他 

一般 33,000 0

【事業進捗状況】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 
平成３０年度事業進捗状況 

合計 32,790（明許） 

○新町駅エレベーター設備整備に伴う詳細設計業務 

・詳細設計期間 平成３０年３月～３１年１月 

○新町駅エレベーター設備設置工事 

・平成３１年４月 

ＪＲ東日本高崎支社とエレベーター設備施工協定書を締結予定 

国 

県 

地方債 

その他 

一般 32,790（明許）

  １ 



新町地域に関わる事業報告書 

平成３０年１２月２７日現在 

事 業 名 笛木通り線整備事業 所属 都市整備部都市施設課

実施期間 平成２７年度～平成３１年度 事業の種類 ハード事業 

【事業概要】 

対 象  

実施目的 具体的手段 そ の 他 

国の施策である緊急地方道路整

備方針に沿い、街路の拡幅整備

を実施し、自動車交通の円滑化を

図る。 

笛木通り線未整備区間（334.0ｍ）

を整備。 

【事業実績】   

区分 

(千円) 

当初 

予算額 

決算 

見込額 
平成２９年度事業実績    

合計 ○県事業費  224,000 千円 

・用地補償 

・電線共同溝詳細設計 
国 

県 

地方債 

その他 

一般 

【事業進捗状況】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 
平成３０年度事業進捗状況 

合計 ○県事業費  62,068 千円 

  ・道路改良工事（電線共同溝工事含）  L=334ｍ 

  ・用地補償   １件  125 ㎡ 
国 

県 

地方債 

その他 

一般 

２ 





新町地域に関わる事業報告書 

平成３０年１０月３１日現在 

事 業 名 国道１７号本庄道路事業 所属 都市整備部都市計画課 

実施期間 平成１５年度～ 事業の種類 ハード事業 

【事業概要】 

対 象 事業中区間７．０km のうち新町地域０．５ｋｍ 

実施目的 具体的手段 そ の 他 

国道１７号の渋滞緩和・事故対

策及び沿道環境の改善、また、

神流川橋の架替による防災・震

災対策の実施

・国道１７号本庄道路の整備 

・神流川橋の架け替え 

道路延長 Ｌ＝１３．１km 

【事業実績】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 

決算 

見込額 
平成２９年度事業実績 

合計 ○事業区間：埼玉県本庄市沼和田～群馬県高崎市新町 

○延長：７．０km（うち高崎市区間０．５km） 

○進捗率 

・神流川橋下部工：橋脚６基（１６／１６基 ３０年５月末完成） 

・事業進捗率（事業費ベース） ２１％ 

・用地買収進捗率       ２３％

国 

県 

地方債 

その他 

一般 

【事業進捗状況】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 
平成３０年度事業進捗状況 

合計 
○神流川橋上部工に着手 

○神流川左岸機能補償道路工事に着手 

○神流川橋架替区間  道路設計、用地買収、環境整備工 

国 

県 

地方債 

その他 

一般 

４ 



国道１７号 本庄道路



資料２

新町地域のまちづくりに関する意見一覧

新町支所 地域振興課



■新町地域のまちづくりに関する意見〔平成３１年１月３０日開催〕

内容区分 意  見 回  答

新町鉄南運動場内のトイレ設

置について 

 現在、鉄南運動場内において、グラウンドゴルフ等各種

大会が開催されているが、参加者が大勢いるため、トイレ

の数が不足している。兼ねてより要望しているトイレの増

設を要望致します。 

鉄南運動場は河川区域にあるため、トイレの構造に制限があ

る。そのため、河川管理者である国土交通省とトイレ設置に関

する協議を現在進めており、平成３１年度中には男子トイレ及

び女子トイレを設置するよう考えている。 

自主避難所の受入体制につい

て 

新町地域は、高崎市の中でも過去に水害被害にあってお

り、住民の危機意識が強い地域である。近年、大雨等が予

想される場合に自主避難所として新町支所西庁舎を開放

しているが、住民が自主的に避難すると、寝具の用意がな

く泊まらずに自宅へ帰ったという話を２、３件聞いてい

る。布団を持参して避難するのではなく、ある程度の数量

の簡易的な寝具の用意を要望致します。 

台風の接近等が予想される場合、不安に感じる市民のために

庁舎の一部を開放し、ご利用いただいているが、畳の部屋等が

使用できない支所庁舎等もあることから、利用者の負担を軽減

する観点から、来年度の出水期までに寝具を用意したいと考え

ている。 

 また、本市では自主防災組織の活動補助金を３万円から１０

万円に嵩上げし、支援を拡充するとともに、町内会等が町内公

民館などを利用し、自主的に運営する届出避難所登録制度も導

入している。災害時には、住民同士の助け合い、支え合いが重

要となるので、届出避難所の備蓄品の充実や自主的な運営につ

いても、各町内会でご検討頂きたいと考えている。 



参考資料












